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 [授業の概要・目的]
この授業では、主に民族誌の読解と総合的な討論を通して、人類学的思考の基礎を身につけること
を目指す。また、それぞれの受講生が自分の研究テーマについて、①人類学的理論、②フィールド
ワークに基づく事例研究　から総合的に分析・考察・記述する方法を学ぶことを目的とする。

 [到達目標]
人類学の重要なテーマを学習するとともに、発表とディスカッションの場で、それぞれの受講生の
問題関心に沿ったテーマを積極的・多角的に探究することを通して、日常を相対化する視点を身に
つけるとともに、自分の思考を論理的に表現する能力を習得することを目標とする。

 [授業計画と内容]
第１回　イントロダクション
第２回から6回　人類学的なテキストの読解と受講者による発表。
参加者全員によるディスカッションと講師による解説。
第７回から１３回　受講者による人類学的フィールドワーク、または文献研究に基づく研究発表。
参加者全員によるディスカッションと講師による解説。
第１4回　授業の振り返りとまとめ

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
到達目標の達成度を基準とし、授業での発表(50%)・ディスカッションへの参加(50%)を総合的に判
断して評価する。

 [教科書]
授業中に指示する
この授業では受講生同士がディスカッションを通して互いの問題関心や意見を知り、同世代の鋭い
思考や行動力・探究力に触れることで、互いに刺激し合うことを目標としている。そのため、ゼミ
では受講生の積極的な発言を期待する。

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学習（予習・復習）等]
授業で取り上げるテキストを必ず事前に読んで、自分なりのコメントや質問を準備して授業に臨む
こと。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


